
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 １０月１日にマラソン記録会が行われました。当日

は雨が降り出しそうな曇り空の中でしたが、子どもた

ちはこれまでの練習の成果を発揮しようと意気込み

を見せていました。児童数の減少に伴い、今年度で最

後のマラソン記録会になるということもあり、アップ

から気持ちの入った走りを見せる子どもたちも多く

いたように思います。たくさんの保護者の方が見守る

中、高学年からスタートしました。 
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 高学年は２㎞、中学年は１．５㎞、低学年は１㎞の距離をグラウンドと学校前の路上を

コースとして走りました。参加した子どもたちは、先生方や保護者から大きな声援や拍手

を受けながら最後まであきらめずに走りきることができました。走りきった後、顔を赤く

しながら呼吸を整え、子どもたちの表情には達成感が溢れていたように思います。最後の

振り返りの場面では、「練習より速く走ることができた」、「去年よりも頑張って走ることが

できた」、「自分の目標をつくって、それに向けて頑張れて良かった」などの感想を積極的

に発表する子どもたちの姿があり、子どもたちはもちろん、先生方や保護者を含め、みん

なで成長を実感することができました。保護者の皆様、応援ありがとうございました。 

自分の目標達成に向けて 

頑張るぞ！！ 

すれ違う時にお互いに

タッチして励まし合う姿

もありました。ステキな

子どもたちに拍手！！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 ９月２９日に２回目となる治水の杜づくり授業が行われました。帯広河川事務所の皆さんと

アークコーポレーションの野村さんにお越しいただき、治水の杜づくりの意味について改めて

教えていただきました。その後、愛國神社の樹木から種を採取し、ポットでの苗木づくりをさ

せてもらいました。作った苗木は来年以降、後輩達が植樹してくれることと思います。継続し

た取組が「治水の杜」として大きな成果をもたらしてくれることでしょう。 

校長室から

こんにちは 

誕生日は当然ながら１年に１回、誰にで

も訪れる日です。愛国小の子どもたちはも

う恒例行事と思っているかもしれません

が、私は全校児童が集まる行事があると必

ずその月に誕生日を迎える児童（先生）を

発表し、みんなで「おめでとう！」と言う

ことを続けています。なぜ私がそこまで誕

生日にこだわるのか！？理由は誕生日が、

その人にとって１年に１回訪れる特別な

日だからです。あなたが生まれたとき、ど

れだけたくさんの人が喜んでくれたこと

か、どれだけ多くの人が幸せを感じたこと

か、あなたの存在はたくさんの人を幸せに

する存在なんです。人は決して１人では生

きていけません。あなたが生まれてくれて、

奇跡的にここで出会えたことで、それぞれ

の人生が豊かに、そして幸せになっていく

のだと思います。これからも出会いに感謝

し、その人だけの特別な日を一緒にお祝い

していきます。 

 

 

 

１０月２日に２回目の校区内清掃を

行いました。風の強い日だったので、ゴ

ミも飛んでるのでは！？と思っていた

ら、終わってみるとすごいゴミの量でビ

ックリしました。振り返りの場面では、

どんなゴミがあったのかを報告し合い、

「春に比べて少なかった」などの感想も

出ていました。良いことをした後は、気

持ちが晴れ晴れとしたはずです。きっと

神様も遠くから眺めていてくれたはず

です。これからも率先して良い行動をす

る気持ちをもってほしいと思います。 
 

 


